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データ通信について 

ここでは、 FOMA 端末で利用でさるデータ通信のお態 
や利用時の留意点について説明しまず。 


利用でをる通信お態は、パケット通信、目 4K データ通 
信、データ転送の3つに分類されます。 

• パソコンと接続してパケット通信や 64K データ通信 
を行ったり、電話帳などのデータを編集したりずる 
には、添付の CD-ROM からソフトのインストールや 
各種設定を行ラ必要びありまず。 

• FOMA 端末は、 Remote Wakeup には対応していま 
せん。 

• FOMA 端末は FAX 通信に対応していません。 

• ドコモの PDA、musea や si 呂 marion n と接続して 
データ通信を行うには、 musea や si 呂 marion n の 
アップデートび泌、要です。アップデートの方法など 
の詳細は、ドコモのホームページをご覧<ださい。 

パヶット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、^ール 
のを受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりと 
りするのに適しています。ネットワークに接続してい 
てを、データの送受信を行っていないとをには通信料 
びかからないため、ネットワークに接続したまま必要 
なとをにデータを送受信するといラ使いかたびでを 
まず。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や 
mopera など、 F 日 MA のパケット通信に对応したアク 
セスポイントを利用して、受信最大 384kbps、 送信 
最大 64kbps の高速パケット通信びでをます。通信環 
境や混雑状況の影響により通信速度び変化するベス 
トエフオートによる提供です。 

画像を含むホームページの閲覧、データのダウン□一 
ドなどデータ量のをい通信を行った場合、通信料び高 
額になりますのでご注意ください。 

64 K データ通信 

己 4kbps の安定した通信速度でデータを送受信でき 
まず。データ量に関係なく、ネットワークに接続して 
いる時間の長さに応じて課金されるため、マルチ方 
ディアコンテンツのダウンロードなど、比較的データ 
量の多い送受信を行ラのに適しています。ドコモのイ 
ンターネット接続サービス mopera U や mopera な 
ど、 F 日 M 冉白41<データ通信に対応したアクセスポイ 
ント、または ISDN 同期 64kbps のアクセスポイント 
を利用します。 


データお送 

F 曰 MA US 巨接続ケープル（別売）でパソコンと接続 
し、電話帳やを受信メールなどのデータをを受信す 
る、課金び発生しない通信形態です。 

• 赤外線通信を使って他の FOMA 端末や携帯電話、パ 
ソコンなどとデータを送受信できます。 


インターネットサービスプ□バイダの利用 
料について 

パソコンでインターネットを利用する場合、通常ご利 
巧になるインターネットサービスプ□バイダ a 处降プ 
□バイダ）の利用料び必要です。この利用料は、 FOMA 
サービスの利用料とは別に直接プ□パイダにおち化 
いいただをます。利用料の詳細はご利用のプ□バイダ 
にお問い合わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U や 
mopera びご利用いただけます。 
mopera U はお申し込みび必要な有料サービスで 
す。使用した月だけ月額使巧料がかかるプランをご 
利用いただけます。 FOMA 端末でのインターネット 
接続には、ブ□ー ドバンド接続オプションや国際 
□ーミングなどに対応した mopera U のご利用を 
おすすめします。 

m 叩 era はお申し込みび不要で、月額使用料は無料 
です。今すぐインターネットに接続したい方に便利 
なサービスです。 

接続巧（プ□パイダなど）について 

パケット通信と巨 4K データ通信では接続先び異なり 
ます。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の 
接続先、日 4K データ通信を行ラとさは FOMA 日 4K 
データ通信、または侶 DN 同期 64kbps 対応の接続先 
をご利用 < ださい。 

• 円 AFS などの PHS 巨 4K/32K データ通信や DoPa 
のアクセスポイントには接続でをません。 

ユーザ認証について 

接続先によっては、接続時にユーヴ認証び必要な場含 
びあ0ます。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークでI□とパスワードを入力してく 
ださい。 D とパスワードはプロバイダまたは接続先の 
ネットワーク管理者から付ちされます。詳細はプ□パ 
イダまたは接続先のネットワーク管理ちにお問い含 
わせ < ださい。 
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パソコンのブラウザを利用してのアクセス 
認証について 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証で 
FirstPass (ューヴ証明書）び必要な場合は、添付の 
CD - ROM から FirstPass PC ソフトをインストール 
し、設定してください。詳細は添付の CD - ROM 内の 
fFirstPassManualJ をご覧くださし、。 
FFirstPassManualJ ( PDF 形式）をご覧になるには、 
Adobe Reader 〔パ'-ジョン日. OiU 上を推奨）び必要 
です。パソコンにインス!ルされていない場をは、 
アドビシステムズ株式会社のホームページからダウ 
ン□ー ドでをます（別途通信料びかかります）。詳細 
はアドビシステムズ株式会社のホームページをご覧 
ください。 

■ FirstPass PC ソフトの動作環境 


項目 

お要環境 

パソコン本体 

PC / AT 互換機 

OS (さ日本語 
版） 

Windows 目 8 SE 、 Me 、 2日日日 、 XP 

必要メモリ ※ 

Windows 目 8 SE 、 Me 、 200日 
: 32 M 巨し: U : 
Windows XP :1 2 SM 己な上 

パードディスク 

容量 ’X 

1日 M 己切上の空さ容量 

プラウザ 

Microsoft ® Int 白 met Explor 已「 5.5 
な上 


※：バソコンのシステム構成によって異なる場合び 
お0ます。 


パケット通信および巨 4 K データ通信の条件 

FOMA 端末で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA US 巨接続ケープル（別売）を使って接続す 
る場合は、これに対応したパソコンであること 
- FOMA サービスエ U ア内であること 
-パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA の 
パケット通信に対応していること 
- 64 K データ通信の場含、接続先び FOMA 巨 4 K デー 
夕通信、またはに DN 同期巨 4 kbps に対応している 
こと 

ただし、上記の条件び整っていてち、基地局び還雑し 
ていたり、電波状況び悪かったりする場合は通信でを 
ない場合びあります。 


■ データ通信の巧語集 

• APN (Access Point Name) 

パケット通信で接続するプ□バイダや社内 
LAN を識別する艾字歹リ。たとえば 、 mopera U 
は 「 m 叩 era . net 」 び APN とな D ます。 

• cid (Context Identifier; 

FOMA 端末内に登録するパケット通信での接 
続先 （ APN ) を管理する番号。 FOMA 端末で 
は]から10までの]日件び使えまず。 

• DNS (Domain Name System) 

ド方インネーム〔例： mopera . net ) を、コン 
ピュータで使ラ IP アドレスに変換するシステ 
ムのこと。 

• IrMC (1「 Mobile Communications) 

携帯電話どラしや PDA との間でデータを転送 
する目的で作られた規格。この規格に準拠した 
機器の間で、電話番号やスケジュールをやりと 
0でをます。 

• OBEX (Object Exchange) 

データ通信の国隙規格の1つ。 OBEX に対応し 
ている携帯電話、パソコン、デジタルカ方ラ、 
プ I 」ンタなどの間で、データの送受信びでをま 
す。 

• QoS (Quality of Service) 

サービスの品質。通信時にユーヴの意図どおり 
に、回線を利用するための技術。 FOMA 端末 
では、接続ずるとをの通信速度などを設定でき 
ます。 

• W-TCP 

FOMA ネットワークでパケット通信を行う隙 
に、 TCP / IP の伝送能力を最大限に生かすため 
の TCP パラ方ータ。 FOMA 端末の通信性能を 
最大限に活用するには、この通信設定び必要で 
ず。 

• 管理ち権限 

Windows XP 、 2000を使用するときに 、 OS 
のシステムなどすべてにアクセスできる権限 
のこと。 ] 台のパソコンに最低1人は、パソ〕 
ンの管理ち権限を持つユーザび設定されてい 
まず。通常、パソつンの管理者権限びないユー 
ヴは、ドライパやソフトなどのインス!-ール/ 
アンインストールびでをません。 
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データ通信の準備の流れ 

パケット通信および巨 4K データ通信を利用ずる場合 
の準備について説明しまず。 



通信設定ファイル（ドライパ）について 

パソコンに接続して通信モードでデータ通信を行ラ 
には、通信設定ファイルをインス!-ールする必要びあ 
りまず。 

FOMA PC 設定ソフトについて 

添付の CD - R 日1\/1から F 日 M 冉 PC 設定ソフトをパソコ 
ンにインストールずると、データ通信を行ラために必 
要なさまざまな設定を、パソコンから簡単な操作で設 
定でさます。 


動作環境の確認 

通信設定ファイルおよび FOMA PC 設定ソフトは、次 
の動作環境でご利用 < ださい。 


項目 

が要環境 

パソコン本体 

US 日ポート （ US 巨仕様し1/2.日に 
準拠）を持つ PC / AT 互換機 

OS (各日本語版） 

Windows 白8、 Me 、 20日0 、 XP 

必要メモ 

Windows 白8 、 Me : 32 M 巨上 
Windows 2000 :日 4 M 日な上 

Windows XP : 128 M 日し义 i : 

A — ドディスク 

容量& 

已 MB 政上の空さ容量 


※： FOMA PC 設定ソフトの動作環境です。パソコンのシ 
ステム構成によっては異なる場合びあります。 

• 動作環境によってはご使用になれない場合びあり 
ます。また、上記の動作環境し U 外でのご使巧による 
問い合わせおよび動作保証は、当社では責任を負い 
かねますのであらかじめご了承ください。 

• データ通信の説明は、をに Windows XP での操作 
方法を例にしています。他の 0 S では画面の表示び 
異なる場をびあります。 

インスI-ール/アンインスI-ール前の注意 
点 

• Windows XP 、 2000で通信設定ファイルや FOMA 
PC 設定ソフトのインス I -ール/アンインス I -ール 
を行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った 
ユーザで 行ってください。それ政列の ユーザで 行ラ 
とエラーになります。パソコンの管理者権限の設定 
操作については、各パソコンメーカやマイク□ソフ 
卜社にお問い合わせください。 

• 操作を始める前に、稼動中の他のプ□グラムびない 
ことを確認してください。穂動中のプ□グラムびあ 
る場合は、プ□グラムを保存、終了して<ださい。 

• パソコンの操作方法、管理者権限の設定等について 
は、パソコンの取扱説明書ちご覧ください。 
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パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

パソコンと FOMA 端末は、電源が入っているが態で接 
続してください。 

• 通信モードで初めてパソコンに接続する場含は、あ 
らかじめ通信設定ファイル（ドライバ）をインス 
トールしてください。一 P 3 日2 
• miniSD モードで初めてノ ':ソコンに接続する場をは、 
曰 S び自動的にドライパをインス I -ールしまず。あら 
かじめ通信設定ファイルをインス I -ールする必要は 
ありません。なお、 min 信 D モードに対応している 
曰 S は Windows XP 、 2000のみでず。 


r お買い上げ時 I 通信モード 

ここでは、パソコンと FOMA 端末を接続したとをにパ 
ソコンでデータ通信を行ラか、パソコンから FOM 冉端 
末に取り付けられている miniSD 方モ U —カード巧の 
データを操作するかを設定します。 

1 ► 白を A 苗知品) ► り品) または 台 A 苗 

通信 モー ド： 

パソコンなどでデータ通信を行ラモードです。 

min 旧 D モー ド： 

パソコンから F 日 M 冉端末に取り付けられてい 
る min 信 D メモ U —力ード内のデータを操作 
するモードです。 miniSD モード中は着信ラン 
プび青色で点滅します。 

2 「はい」を選択 


お知6せ 

-パソコンと FOMA 端末を接続中でち本機能の設定を蜜 
要できます。 

-パソコン側で、 F 日 MA 端モを接続すると自動的にデー 
夕通信を巧うよラに設定している場合は、 miniSD 
モードに設定でさないことびあります。 

-パソコンから min 芭□メモリーカードを操作している 
ときは通信モードに設定できません。また、通話中や 
プッシュ!ク通信中、 i モード中は min に□モード 
に設定でさません。 

- miniSD モード中に、パソコンに F 日 MA 端末を接続し 
ていない状態で miniSD ;>< fU —カードへのアクセス 
びないまま日日砂が経過すると、自動的に通信モード 
に切り誓わります。 

- miniSD モード中は、電話や i モードなどの通信びで 
さません。 


miniSD メモリーカードの操作を終了するときは、画 
面ち下のタスクトレイのろをク U ックして 、 rusB 
大容量記憶装置デバイスードライブ （ E :) を安全に 
取り外しますをク1」ックし、 「‘ US 日大容量記憶 
装置デバイス’は安全に取り外すことびでさます。」が 
表おされることを確認してください。 

:ドライブに割り当てられる文字はパソコンの 
システムによって異なります。 

《2: Win 化 WS 20日日の場合は「停止します」 
パソコンから操作したとさの min 芭ーカード 
のフォルダ構成一 P 329 


• FOM 冉 US 日接続ケーブルは別売りです。 

1 FOMA USB 接続ケープルの FOMA 端末 
側を FOMA 端末の外部接続端子に差し込 
む 

2 FOMA US 日接続ケースレのパソコン側を 
パソコンの USB コネクタに差し込む 

• 通信モードで通信設定ファイルのインス!''一 
ル前にパソコンに接続した場合は 、 FOMA 
US 巨接続ケープルび差し込まれたことを自動 
的に認識してドライバび要ホされ、ウィヴード 
画面び表示されます。その場合は、 FOMA 端 
ホを取り外し、ウィヴード画面で[キャンセ 
ル]をク IJ ックして、終了してください。 



れると、 FOMA 端末の待受画面に中び表おさ 
れます。 

• FOMA US 巨接続ケーブルを接続したまま卓上 
ホルダにセツトして使用でさます。 
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取り外しかた 

1 FOMA USB 接続ケーブルの FOMA 端末 
側のリリースボタンを押し （①）、 FOMA 
端末か6引き抜く（感） 



2 パソコンか 5 FOMA USB 接続ケーブルを 
引を抜く 

お巧6せ 

-データ通信中に FOMA USB 接続ケーブルを外さない 
で < ださい。データ通信が切断され、誤動作やデータ 
消失の原因となります。 


通信設定ファイル（ドライバ）をイ 
ンストールずる 

FOMA 端末をパソコンに接続して通信モードでデー 
夕通信を巧ラには、通信設定ファイルが必要でず。使 
用ずるパソコンに FOMA 端末をネリめて接続ずる前に、 
インス!ルしておをまず。 

• min 倍□モードでパソコンと接続する場合は、通信 
設定ファイルのインスI-ールは不要でず。 


• 操作の前に、必ず「インストール/アンインス!-一 
ル前の注意点」をご覧<ださい。一 P 390 
• 操作4まで FOMA 端末を接続しないで < ださい。 

〈例> Windows XP にインスIルずるとき 
] 添付の CD-ROM をパソコンにセット 

2 [スタート]をクリックー r ファイルちを指 
定して実行」をクリックー r 名前 J に 
「< CD-ROM ドライブち > : VUSBDRIVE 
¥F902iin.exeJ を指定 一 |；0K] をクリッ 
ク 

• CD-ROM ドライプ名はお使いのパソコンによつ 
て異な0ます。 


3 [はい]をクリック 



A FOMA 端末をパソコンに接続ずる旨の 
メッセージが表示された5、 FOMA 端末 
をパソコンに接続 

インス!-ール中の画面表示後に自動的に完了し 
ます。 

• FOMA 端末は電源の入った状態で接続してくだ 
さい。 

• インス!-ールされたデパイスの種類とデパイ 
ス名を確認してください。一 P 392 

お巧5せ 

-インス!-ールには数分かかる場合びあります。 

• Wincl □ ws を再超動する旨の;>^ッセージび表おされた 
場合は、画面の指示に従い再桓動してください。 

-通信設定ファイルをインストールする前にパソコン 
と FOMA 端末を接続すると、自動的に別のドライバ 
びインス!-ールされてしまラ場合びあります。その場 
合、操作2でアンインストールする必要がある旨の 
メッセージが表示されます。画面の指示に従ってアン 
インス!ルを巧った乾ちラー度通信設定ファイル 
をインストールしてください。 


• FOK / IA 端末びパソコンに正しく認識されていない場 
合、設定および通信はでさません。 

〈例〉 Windows XP で確認ずるとき 
1 [スタート]をクリックー「コント□—ル 
パネ J レ」一[パフオーマンスとメンテナン 
ス]アイコンー[システム]アイコンを順 
にク IJ ック 

「システムのプ□パティ」画面び表示されます。 

■ Windows 2000、 Me、 98のとき 
[スタート]をクリックー r 設定」か6「コン 
卜□-ルパネル」をクリックー[システム]ア 
イコンをダプルクリック 

2 [バードウェア]タブをクリックー[デバ 
イスマネージャ]をクリック 

「デバイスマネージわ」画面び表示されまず。 

■ Windows Me、 日8のとを 
[デバイスマネージャ]タブをクリック 

3 各デパイスをダブルクリックー次のデバ 
イスちが登録されていることを確認 


* min ほ D メモリーカードをご利用になるには、別を min 旧 D メモリーカードび必要となります。 — P 327 










デ A " イスの種類 

デバイス名 

ユニバーサルシリア 
ルバスコント□ーラ 
または USB 
(Universal Serial 
Bus ) コント□—ラ 

• FOMA F 目日 2 i 

• FOMA F 白日 2 i Command ^ 1 

• FOMA F 白日 2 i Modem&i 

• FOMA F 目日 2 i 日巨 EX《.i 

ポートに 0 M / LPT ) 
またはポートに 0 M と 
LPT ) 

• FOMA F 目日 2 i Command 
Port に日則 

• FOMA F 白日 2 i OBEX Port 
( COMx ) 

モデム 

• FOMA F 白日 2 i 


《 1 : Windows Me 、98 の場合のみ表示されます。 
み2: X は パソコンの環境に より、 異なった数字び表示さ 
れます。 


• 操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-一 
ル前の注意点」をご覧ください。一 P 390 
• アンインス!-ールを実行する前に、必ずパソコンか 
ら FOMA 端末を取り外してください。 

〈例> Windows XP でアンインストールずるとき 
I [スタート]をクリックー「コント□—ル 
パネル」^ [プ□グラムの追加と削除] 
アイコンを順にクリック 
■ Windows 2000、 Me 、 曰8のとさ 

[スタート]をクリックー「設定」から r コン 
卜□ールパネル」をクリックー[アプリケー 
シヨンの追加と削除]アイコンをダブルク 
U ック 

2 「FOMA F 日 02 i US 日 J を選択して陸要 
と削除] ( Me 、 98の場台は距加と削 
除])をクリック 



を 

織贸 


3 削除ずるプ□グラムをを確認して[はい] 
をク U ック 

通信設定ファイルのアンインストールを開始し 
ます。 

4 [ OK ] をクリック 


お巧6せ 

-インス!ルに失敗したとさ、または操作2の画面に 
FFOMA F 902 i US 日」が表示されていないときは、 
添付の CD - R 日 M をパソコンにセットし、 P 3 白2 r 通 
信設定ファイル（ドライバ）をインス!ルする」の 
操作！〜2を巧い、アンインストールを実行^してくだ 
さし、。 

- Windows Me 、 目8では通信設定ファイルのアンイン 
ストール後、すぐにインス I -ールし直してデータ通信 
を巧ラと、パソコンなどの環境によっては正しく通信 
でさない場合があります。その場合は 、 FOMA USB 
接続ケーブル（別売）を一度抜き差ししてからデータ 
通信を行ってください。 


FOMA PC 設定ソフトを利用して通 
信する 

FOMA PC 設定ソフトを利巧ずると、簡単な操作でパ 
ケット通信や 64K データ通信の設定び巧えまず。 


FOMA PC 設定ソフトでは次の設定びでさまず。 

かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 FOM 冉データ通信用ダ 
イヤルアップの作成を行い、同時に W - TCP 設定など 
を巧^いまず。 

W-TCP の設定 

パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定 
を最適化します。通信性能を最大限に活用するには、 
W - TCP 設定による通信設定の最適化び必要です。 

接続先 (APN) の設定 

パケット通信を行ラ隙に必要な接続先 ( APN ) の設定 
を行います。 

パケット通信の接続先には、巨 4 K データ通信と異なり、 
通常の電話番号は使用しません。あらかじめ接続先ごと 
に、 FOMA 端末に冉 PN と呼ばれる接続先名を設定し、 
その登録番号 ( cid ) を接続先電話番号の入力欄に指定 
して接続します。お買い上げ時、 cid の1には mopera 
に接続ずるための冉 PN rmopera . ne . jp 」 び、3には 
m 叩 era U に接続ずるための APN fnnopera . netj び登 
錄されていますび、その他のプ□ノ（イダや社内 LAN に 
接続する場含は APN 設定び必要です。 


• N 2001、 N 2002、 P 2401、 P 2002、 F 2 巨]]、 
T 引 01 V 添付の W - TCP 環境設定ソフト 、 FOMA 
データ通信設定ソフト、日01倍シ1」ーズより前に発 
売された FOMA 端末添付の FOMA PC 設定ソフト 
をインス!-ールされている焉含は、あらかじめそれ 
らのソフトをアンインス I -ールしてください。 

• 操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-一 
ル前のま意点」をご覧ください。 - P 390 
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〈例〉 Windows XP にインストールするとき 
] 添付の CD - ROM をパソコンにセット 

2 [スタート]をクリックー「ファイルちを 
指定して実行」をクリック^「名前」に 
r < CD-ROM ドライプる>: ¥ FOMA _ 
PCSETVSETUP.EXEJ を指定一に K ] 
をク U ック 

• CD - ROM ドライプ名はお使いのパソコンによつ 
て異な0ます。 

3 じ夕へ]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトの「使用許諾契約」び表示 
されます。 

A 内容を確認の上、契約内容に同意ずる場 
合は[はい]をクリック 

[いいえ]をク U ックすると、インス!-ールを中 
止します。 

5 「タスクトレイに常駐ずる」が選択されて 
いることを確認して[次へ]をクリック 

セットアップ後、タスクトレイに rw - Tcp 設定」 
び常駐します。 - P 399 

• W - TCP 通信の最適化の設定、解除を操作する 
機能です。常駐をおすすめします。 

• インストール後に留駐の設定は変更でをます。 



ろ インストール巧を確認して[次へ]をク 
IJ ック 

• 変更する場台は[参照]をク U ックし、任意の 
インストール先を指定して[次へ]をクリック 
します。 

7 「プ□グラムフオルダ」のフオルダちを確 
詔して[巧へ]をクリック 

•変更ずる場合はフオルダ名を入力し、じ欠へ] 
をク IJ ックします。 



Q [完了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動します。 
• このまま各種設定に進みまず。 


お as せ 

• W - TCP 環境設定ソフト 、 F 日 MA データ通信設定ソフ 
卜 、 F 日 MA PC 設定ソフトびインス!ルされている 
場合は、インス!-ールを中断する旨のメッセージが表 
示されます。[日のをク U ックし、それらのソフトを 
アンインストールしてから FOMA PC 設定ソフトをイ 
ンス I -ールして<ださい。 

- FOMA PC 設定ソフトは、データ通信対応のすべての 
FOMA 端末で利巧でさます。ただし 、 F 日日 2 i 政外の 
F 日 MA 端末を接続ずる場合は、ご利用になる FOM 冉端 
モの通信設定ファイル（ドライバ）をインス!-ールす 
る必要びあります。 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表示され 
る内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単に 
FOMA 用ダイヤルアップを作成でをます。 

• 設定する前にパソコンと FOMA 端末び正しく接続さ 
れていることを確認してください。 ^ P 3 日1 

〈例> Windows XP で設定ずるとさ 
1 [スタート]をクリックー「ずべてのプロ 
グラム J (Windows XP な列の OS の場含 
は「プ□グラム」）一 ITOMAPC 設定ソ 
フト J を順に選択して 「FOMA PC 設定 
ソフト J をク IJ ック 
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W-TCP 設ミ 


miWHm 

FOMW れブトぶ 


ぉ ftiS 驚が"するをめ''のン内。®*設 


キサンむル| 


「設定情報 J を確認して[完了]をクリッ 
ク 


7 「最適化を行う」が選択されていることを 
確認して[巧へ]をクリック 

• すでに最適化されている場合、この画面は表示 
されません。再起動ち不要でず。 



[次へ]をクリック 

• ご使用の 0 S わ 、‘ Windows XP 、 2000の場台 
は「使用可能ユーザーの選択」を設定して<だ 
さし '!。 Windows Me 、 日8の場合は、「使用可 
能ユーザーの選択」は表示されません。 

• 「ユーザー名」「パスワード」は空欄でちかまい 
ません。 


かんをん設定 


ほ巧巧拒ユ-ザ-の巧巧 

この巧椅を利用で’きるユーザーを}旨ちしてください 
(T 巧べ-で殿-ザ q 
r 白かのみ 

ユーサーを/だのード設定 

アカウントをお持ちの方は入巧以て了さ L 、 

化巧らでるい巧さは入力不窒でん） 

ュ—ザ-を 1 


口 /なワードが呆巧する 


<民る<巨） _[ ;文へ(が> ] _キザシだル 


々 £mopera 叫み fi 巧緒 

Fmopera 叫をこ中旧いちだ化、安まごは迪なインタ-末ゥト柱就•'巧え 
ます。 （mopera U はちお!サーむで、こ裂約び.よ.要です。） 

Fmopera J への巧巧 

こ’巧内不要で、巧風;:イシターネット巧扇び巧まます。 
r その化 

の MA データ谢言巧拓プ DJW 夕や、な巧 LAN じ巧杨します。 

* の MA 谢ホの巧巧ち招2して下さい。 

X[文へげタンを押下すると、自れ的に FOMA 筑ホから巧巧巧 (APW’ 店巧を巧 
巧します。 


_<房る巧） r ホへ(が> \ キサシだル」 


mopera U / mopera を利用ずる場台 

その他のプ□バイダを利用する場合一 P 39 日 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動して[かん 
たん設定]をクリック 

2 「パケット通信 J を選択して[巧へ]をク 
IJ ック 


6 


「『mopera U 』 への接続」または 
「『 mopera 』 への接続」を選択して[巧 
へ]をクリック 

• mopera U はお申し込みび必要な有料サービス 
です。 「『 mopera 川への接続」を選択して[次 
へ]をク U ックずると、ご契約の確認メッセー 
ジび表示されます。ご契約びお済みの場合、[は 
し)]をク IJ ックします。 


4 


「 FOMA 端末設定取得 J 画面で [0 K ] を 
クリック 

FOMA 端末から接続先 （ APN ) 情報を取得しま 
す。しばら<お待ち<ださい。 


5 「接続ち」に任意の接続をを入力^じ夕 
へ]をクリック 

• 次の記号（半角文字）は入力でをません。 

¥/:キ？!<> 1" 


0 


巧巧樹进慢 

パケットぶ言は、ぶ言巧聞循かこ巧ななくを呆信されたデ-$ 
をこにげ巧をが!*をされるぶ t 方巧です。巧大384比 ps> 

r 64げ-夕ぶ言 

64け’'-夕 ii 信は.巧聞じなじて巧をげ註金される巧信で巧で 
す。巧が 4kbps) 


r 々 A か）> ] ーキでンた化」 


かんたん設定 


かんもんま定 


デ—夕通信 
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弓 [ OK ] をクリック 

設定変更を有効にずるためには、パソコンを再起 
動する必要びあります。再起動する旨のメッセー 
ジび表おされた場合は[はい]をク U ックしてく 
ださい。 

通信を実行する^ド3目8 


その他のプ□パイダを利用ずる場合 


1 P 39 已の操作！〜4をす5ラ 

操作3の接続先は「その他」を選択しまず。 


かんをん設定 


• 巧巧方まの巧巧- 


巧！)断 F 法情 


バウ•ノトせ情は' が j 
量に応じてがを鄉 


广6がデ—夕溫畫 


子‘'—が WtfJ. 時 1 


かん t ん設定 


巧爲巧の理巧 
广 Fmopera 叫への巧席 
Fmopera 叫をこ.を旧 (• 
ます《 (mopera U はち if 

广 Fm 叩 eraJI へのな椅 
こ’契巧す丢で、巧単に 



2 「接続名 J に任意の接続ちを入力^ [接続 
% ( APN ) 設赶をクリック 

• なの記号（半角文字）は入力でをません。 

¥/:ホ？!<> r 

• 「発信者番号通知を行ラ」を選択すると、通信 
実行時に発信を番号を通知します。 



■ 高度な設定 （TCP/IP の設定） 

[詳細情報の設定]をク U ックすると rip アド 
レス」と「ネームサーバー」の設定画面が表 
おされます。プ□バイダや、社内 LAN などの 
ダイヤルアップ情報として入力び必要な場合 
は、入力指示情報を基に各種アドレスを登録 
して < ださい。 


3 接続巧 （ APN ) を設定 

番号 ( cid ) 1には mopera に接続するための冉 PN 
「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続す 
るための APN 「 mopera . net 」 び設定されてい 
ます。番号 （ cid ) は2または4〜10に接続先 
( APN ) を設定してください。 

①[追力日]をクリック 

r 接続先 （ APN ) の追加」画面び表おされます。 

霞 r 接続巧 （APN) 」にプ□バイダの FOMA パ 
ケット網に对応した接続巧を (APN) を正し 
く入力一 [0K] をクリック 

r 接続先 （ APN ) 設赴画面に戻ります。 

• 「接続先 〔 APN )」 には半角文きで、英数字、 
A イフン（-)、ピ U オドし）のみ入力で 
さます。 



4 [0 K ] をクリック 

操作2の画面に戻りまず。「接続先 （ APN ) の選 
択」には、操作3で設定した階続先 （ APN ) 」 
び表おされます。 

5 「接続巧 （ APN ) の選択 J の接続巧ちを確 
詔して[次へ]をクリック 

ろ 「ユーザーを！を入力一「パスワード」を 
入力^ [次へ]をクリック 

「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大文宇、ル文字などに 
ミ主意し、正しく入力してください。 

• ご使用の 0 S む '': Windows XP 、 2000の場を 
は「使用可能ユーザーの選択」を設定してくだ 
さし '!。 Windows Me 、 日8の場合は、「使用可 
能ユーザーの選択」は表示されません。 










































































7 「最適化を巧う J が選巧されていることを 
確認して[次へ]をクリック 

パケット通信に必要な W - TCP 設定を最適化しま 
す。 

• すでに最適化されている場をには、この画面は 
表示されません。再起動ち不要です。 


2 「接続名」に任意の接続をを入力一[次 
へ]をクリック 

• 次の記号（半角文字）は入力でをません。 

¥/:キ？!<> r 

• 「モデムの選択」が 「FOMA F 日 02 U に設定さ 
れていることを確認します。 


P 化あお 


<房る吸_ [ ホへ(が> I _キサン也レ」 


Q 「設定情報 J を確認して[完了]をクリッ 
ク 



n [ OK ] をクリック 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動する必要びありまず。再起動ずる旨の;>< ッセー 
ジび表おされた場合は[はい]をク U ックしてく 
ださい。 

通信を実行する一 P 398 


〈例> Windows XP で設定するとき 


mopera U / mopera を利用ずる場合 
P 39 已の操作！〜3をす5ラ 

操作2の接続方法は「日41<データ通信」を選択 


します。 


かんをん設定 


巧巧方まの巧巧 


广パわ卜ぶ言 


バケツトぷ言は、巧 
量(こ拓じて料を別 


C 巧け'-彌情 


テ''-が#博王 .K 


かんちん設定 


巧括巧の埋巧 

巧 FmoDera UJKv の柏!(ホ 

If mopera UJ をこ节巧 t 
ます。<, mopera U はち if 

ff moperaj への巧巧 
ご契のすきで.巧単に 

广 その化 


かんたんまを 


; 6がデ—巧 i ほ巧ミ- 

I 话窃る： fOMA 

' モデムの巧! R: |FOMA F902i ^ 


厂キ； • S - 門:.: 

Xmwera U 巧化 mop の巧病では発！■きをまをが师と'要です。 


<房る旧）に運処 z :]| _キ サンたル I 


3 [次へ]をクリック 

• 「ユーザーを」「パスワード」は空欄でちかまい 
ません。 

• ご使用の 0 S び Windows XP 、 2曰00の場台 
は「使用可能ユーザーの選択」を設定して<だ 
さし '!。 Windows Me 、 日8の場含は、「使用可 
能ユーザーの選択」は表示されません。 



4 設定情報を確認して[完了]をクリック 


かんたん設定 


設ち’居巧 

こ納容でよろしければ、ち了ボタンを巧してくだミい。 


巧掃方る 
巧窃ホ 
巧巧る 


モデムづ 
巧用。 

ユーザ-_ 

/U ワードのは巧 


野^ホ 


6がデ—巧ぶき 
mopera U 
FOMA 

FOMA F 脱 i 
すべてのユーザー 


口尹巧下巧邸イ’衍巧巧販 ’i’ こ切み時巧網巧 


<戻る运〉 r 巧7生） ] キサン t ルI 

































































C [OK] をクリック 

通信を実行する^ド398 


その他のプ□パイダを利用ずる場含 
1 P39 曰の操作！〜3をす5ラ 

操作2の接続方法は 「64 K データ通信」を、操 
作3の接続先は「その他」を選択します。 


かんをん設定 


巧巧方;ちの巧巧 
广パケット巧信 
パウットぶ i は、ぶ 
曼じなじ巧!を力 'II 


巧を' K デ'こ彌留 

M け'’—がかきは.お 


かんちん設定 


巧巧巧の巧巧 
■ Fmopera ly への巧窃 
Fmopera 叫をご卜厢 
ます。 (mopera U はち 

F mopera ル*■•の巧巧 
ご裝約不至で、巧おじ 



2 r 接続ち J に任意の接続ちを入力一「電話 
番号」に接続巧の電話番号を半角で入力^ 
[巧へ]をクリック 

• r 接続名」になの記号（半角文字）は入力でを 
ません。 

¥/:ホ？!<> r 

• 「モデムの選択」び 「FOMA F 902 U に設定さ 
れていることを確認しまず。 

• 「電話番号」はプ□バイダ情報を基に、正しく 
入力して<ださレ。入力でをる文字は次のとお 
D です。 

01234已巨7扫9冉巨 CDPTWabcdpt 
\^恼$-.( )+ * #ぶおよび半角空白 
• 「発信者番号通知を行ラ」を選択すると、通信 
実行時に発信を番号を通知します。 



■高度な設定 （TCP/IP の設定） 

[詳細情報の設定]をク U ックすると rip アド 
レス」と「ネームサーバー」の設定画面び表 
おされます。プ□バイダや、社内 LAN などの 
ダイヤルアップ情報として入力び必要な場を 
は、入力指示情報を基に各種アドレスを登録 
してください。 


3 「ユーザーち J を入力一「パスワード」を 
入力一[次へ]をクリック 

「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大文宇、ル文字などに 
ミ主意し、正しく入力してください。 

• ご使用の 0 S が Windows XP 、 2000の場含 
は「使用可能ユーザーの選択」を設定してくだ 
さし '!。 Windows Me 、 日8の場合は、「使用可 
能ユーザーの選択」は表示されません。 



4 ? 定型を 臟して 院 。をクリッ 



5 [0K] をクリック 

通信を実行する一 P 398 


通信の実行や切断について説明します。 

〈例> Windows XP で実行ずるとき 
] パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ P 3目] 













































2 デスクトップの接続アイコンをダブルク 
IJ ック 

• 設定中に「デスクトップにダイヤ 
ルアップのショートカットを作成 
する」または r この接続へのショー 
トカットをデスクトップに追加す 
る」を選択しなかった場合や、 
Windows XPm がの日 S で FOM 冉 
PC 設定ソフトを利用せずに通信 
設定を行った場合は、接続用アイ 
コンは作成されません。次のス 
タート六ニューからの接続方法を 
利巧して < ださい。 

■ Windows XP のスタートメニューか5接続ず 
るとを 

[スタート]をクリック^「ずべてのプ□グラ 
ム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択 
して「ネットワーク接続」をクリックー接続 
アイコンをダプルクリック 

■ Windows 2000、 Me、 目目のスタートメニュー 
か5接続ずるとさ 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 
「アクセサリ」一「通信」を順に選択してはッ 
トワークとダイヤルアップ接続」 （Me、 日8の 
場合は「ダイヤルアップネットワーク」）をク 
リックー接続アイコンをダブルクリック 

3 接続を実行 

• m 叩 era U または mopera を利巧する場合、「ユー 
ザー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
そのまま、[ダイヤル] ( Me 、 目目の場をは[接 
続])をクリックしまず。 

• その他のプ□バイダやダイヤルアップ接続の 
場合は、「ユーザー名」「パスワード」を入力し 
て[ダイヤル] ( Me 、 目目の場合は[接続])を 
ク U ックしまず。 

設定中に「ユーザー名」の入力や r パスワー 
ド」の保存をした場合、入力は不要です。 

• 曰 S によっては、接続完了画面び表示される場 
合びあります。 [0 K ] をク U ックしてください。 


ユ-ヴ-鎌 II I 

パスワ-ドが ：I I 

°を觸徽巧倚 するとき綱するを めに' このユーザー 働 ー ド 


タイヤルの： '1B6*99***3# 


I ダイれ MD ) I [ キヤシたル I 〔ブロパテイが 〕I 〜レブか〉 ] 


お知6せ 

- FOMA 端末には、パケット通信を実巧すると発信中の 
画面、 64 K データ通信を実行すると呼出中の画面が 
それぞれ表示され、接続すると次の画面び表示されま 
す。 

PPPH •ケット通信や ^目 4 K データ通信中 




パケット通信のとさ 


18目*87の 
27巧' 

64 K データ通信のとさ 


I バソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度と 
は異なる場合びあります。 

I データ通信を実行する場合、アイコン作成時の FOMA 
端末を接続した場合のみ有効です。 


切断ずるには 

インターネットブラウヴを終了しただけでは切断さ 
れない場合びあります。確実に切断するには、次の操 
作を行ってください。 

] タスクトレイの9をクリック 

アイコンは 0 S によって異なります。 

• Windows Me 、 目8の場合はダブルク U ックし 
ます。 


2 


[切断]をクリック 


をな I 詳細 


巧巧 
が括： 
化活巧間： 
速度： 


掉椅 
00:00:15 
460.8 Kbps 


教 


バイト： 
圧巧： 


0X 


0» 


r — 娜柄ぞ)—"! I 。扣必 ) 


閉じるに）] 


W - TCP 設定を利用してパソコンのパケット通信の設 
定を FOMA ネットワーク用に最適化する方法と最適 
化を解除ずる方法について説明しまず。 

W - TCP 設定とは、 FOM 冉ネットワークでパケット通 
信を行う隙に TCP / IP の伝送能力を最適化するための 
TCP パラ>^ータ設定ツールです。 FOM 冉端末の通信 
性能を最大限に活用するには、この通信設定び必要で 
す。 


U デ-夕通信 
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Windows XP での最適化の設定と解除 

Windows XP の場合は、ダイヤルアップごとに最適 
化でさます。 

I FOMA PC 設定ソフトを起動して [ W-TCP 
設定]をク U ック 

起動方法^ P 394 

■タスクトレイから W-TCP 設定を起動ずると 
さ 

タスクトレイの进をクリック 

2 次の操作を巧ラ 

■ システム設定が最適化されていないとき 
① rw-Tcp 設定」画面で[最適化を巧う]を 
クリック 



感最適化ずるダイヤルアップを選巧して[実 
巧]をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞ 
れの最適化び実行されます。 

■ システム設定が最適化されているとき 

内容を変更する場をは設定を行ってください。 



■最適化を解除ずるとき 

• FOMA 端末 m がで通信を行ラ場をなどに解除 
します。 

① rw-Tcp 設定（ダイヤルアップ）」画面で 
[システム設定]をクリック 
「 W - TCP 設定」画面が表示されます。 

感[最適化を解除ずる]をクリック 
③ [OK] をクリック 

3 画面に従って Windows を再起動 

• 設定した内容は再起動後有効にな D ます。 


Windows 2000. Me 、 98での最適化の 
設定と解除 

I FOMA PC 設定ソフトを起動して [ W-TCP 
設定]をク U ック 

起動方法^ド394 

■タスクトレイから W-TCP 設定を起動ずると 
さ 

タスクトレイの过!をクリック 

2 次の操作を行う 

■ システム設定び最適化されていないとを 
撮適化を巧う]をクリック 
■ システム設定び最適化されているとき 
[最適化を辭除ずる]をクリック 
• FOM 冉端末 iU 外で通信を行う場をなどに解除 
します。 

〇 画面に従って Windows を再起動 

設定した内容は再起動渡有効になります。 


パケット通信を行ラ場合の接続先 CAPN ) を設定しま 

す。 

• 設定を行ラ前にパソコンと FOMA 端ホび正し < 接続 
されていることを確認してください。 ^ P 3 目1 

• 接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号怕が]〜 
1 0 に設定できます。お買い上げ時、 cid の]には m 叩 era 
に接続するための APN 「 m 叩 era.ne.jp 」 び、 3 には 
mopera U に接続するための APN fmopera.netJ び登 
緑されています。その他のフ□バイダや社内 LAN など 
に接続する攝ちは、 cid2 または4〜]日に冉 PN を登録 
します。 

• 接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動して腺続 

巧 （ APN ) 設定]をクリック 

「 FOMA 端末設定取得」画面び表示されまず。 

起動方法^ド394 

2 [ OK ] をクリック 

FOMA 端末に登録されている接続先 （ APN ) 情 

報を読み込みます。 


3 接続巧 （ APN ) の設定を行ラ 




































■接続先 （APN) を追加ずるとを 
[追力のをクリック 

■登録済みの接続巧 （APN) を編集•修正ずる 
とさ 

巧象の接続先 (APN) を一覧から選おして[編 
集]をクリック 

■登録済みの接続巧 (APN) を削除ずるとさ 
巧をの接続巧 (APN) を一覧から選おして[削 
除]をクリック 

•番号 Ccid ) の]と3に登録されている接続 
先 CAPN ) は削除でをません。番号 （ cid ) 
の3を選択して梢り除]をク U ックした場含 
ち、実際には削除されず 「 mopera . net 」 の 
設定に戻ります。 

■ファイルへ保存ずるとを 

「ファイル」をクリ ックー r 名前を付けて巧巧 J 
または r 上書き保を」をクリック 

• FOMA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定 
のバックアップを取った0、漏集中の接続先 
CAPN ) 設定を保存するときに利巧します。 

■ ファイルか百読み込むとさ 

「ファイル」をクリックー「開く J をクリック 

•パソコンに保存された接続先 （ APN ) 設定 
を再編集したり、 F 0 M 冉端末に書を込んだ 
0するとをに利巧します。 

■ FOMA 端末から接続巧 （APN) 情報を読み込 
むとさ 

「ファイル」をクリックー 「FOMA 端末から設 
定を取得」をクリック 

• FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された 
接続先 ( APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末に接続先 （APN) 情報を害き込む 
とさ 

[FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリック 
•表示されている接続先 ( APN ) 設定び FOMA 
端末に書を込まれまず。 

■ ダイヤルアップを作成ずるとき 

①追加、編集した接続先 （APN) を選択して 
[ダイヤルアップ作成]をクリック 
「 F 日 MA 端末設定書を込み」画面び表示され 
ます。 

感[はい]をクリックー [0K] をクリック 

「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画 
面び表示されます。 

感 r 接続名」を入力一[アカウント•パスワー 
ドの設定]をクリック 

• 「接続名」に次の記号（半角文字）は入力で 
をません。 

¥/:*?!<> I " 

• mopera U または mopera を利用する場を、 
[アカウント•パスワードの設定]はしなく 
てをかまいません。その場をは [0 K ] をク 
リックし、操作⑥に進みます。 


④ r ユーザー名 J を入力一「パスワード」を入 

カー [0 K] をクリック 

• Windows XP 、 200日の場合は、「使用可 
能ユーヴー」を選択してください。 

•プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設 
定が指示されている場合は、「パケット通 
信用ダイヤルアップの作成」画面で[詳 
細情報の設定]をク U ックし、必要な情 
報を登録後、 [0 K ] をク U ックしてくだ 
さし'!。 

感 [FOMA 端末へ設定を書さ込む]をクリック 

上書をするかどラかの確認画面び表示され 

ます。 

衝[はい]をクリック 

お知6だ 

•接続先 （ APN ) 設定は FOMA 端まに登録される情報 
のため、異なる FOMA 端モ（故障修理により交換さ 
れた端末など）を接続する場合は、 APN を登録し直 
して < ださい。 

•パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利 
用する場合は、同じ API \1 の登録番号 （ cid ) を F 日 MA 
端モに登録してください。 

-通信設定ファイルの確認で F 日 M 冉端ホび COM 2 日よ 
り大きいま号として認識されている場合は、 APN 設 
定の際、 APN の情報の取得、書き込みびできません。 
その場合は「パケット通信の接続先 （ APN ) を設定 
する」を参照して設定してください。 - P 402 


• 操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-一 
ル前のを意点」をご覧ください。一 P 3 日0 

アンインストールを実行ずる前に 

タスクトレイに泣び表示されている場合は、进をち 
ク U ックし、「常駐させない」をク U ックして、 W - 
TCP 設定の常駐を解除してくださレ。 

アンインス!-ールずる 
〈例> Windows XP でアンインスIルずるとき 

1 [スタート]をクリックー「コント□—ル 
パネル」一[プ□グラムの追加と削除] 
アイコンを順にクリック 

■ Windows 2000- Me 目8のとさ 

[スタート]をクリックー「設定」から r コン 
卜□—ルパネル」をクリックー[アプリケー 
シヨンの追加と削除]アイコンをダブルク 
U ック 

2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」 

を選択して[変更と削除] ( Me 、 目8の場 
台は[追加と削除])をクリック 
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3 削除ずるプ□グラムちを確認して[はい] 
をク U ック 

FOMA P 巳設定ソフトのアンインス I ルを開 
始します。 

■ rw-Tcp 最適化」を解除ずるとき 

W - TCP び最適化されている場合は最適化を 
解除ずるかどラかを確認する画面び表示され 
ます。 

[はし、]をク U ックすると、再起動後に 「 W - 
TCP 最適化」の解除び行われます。 

4 [ OK ] をク IJ ツク 


FOMA PC 設定ソフトを利用しない 
で通信ずる 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信また 
は色 4K データ通信のダイヤルアップ接続の設定を巧 
ラ方法について説明しまず。 


データ通信の準備の流れ一 P 390 



&設定内容の詳細については、プ□バイダや 
ネットワーク管理者にお問い合わせください。 


接続巧 （ APN ) と登録番号 （ cid ) について 

パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端モの登歸番 
号 （ cid ) 1〜10に設定できます。お買い上げ時、 cid の1 
には mopera に接続するための冉 PN 「 mopera . ne . jp 」 び、 
3には mopera 川こ接続するための冉 PN fmopera.netJ 
び登緑されています。その他のプ四(イダや社内 LAN など 
に接続する場をは、 cid 2 または4〜10に APN を登録しま 
す。 

• 接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 


* デ通信 
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• 接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録とし 
て考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の 
電話帳と比較すると、次のよラになります。 


接続巧の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（メモ1」番号） 

APN 

相手の電話番号 


• 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番 
号とな0ます。 


接続巧 ( APN ) を設定ずる 

設定するためには、 AT コマンドを入力ずるための通 
信ソフトび必要です。ここでは Windows 標準添付の 
「 A イパーター S ナル」を使った設定方法を説明しま 
す。 

〈例> Windows XP で設定ずるとを 
1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法一 P 3 目] 



「接続 J 画面で[キャンセル]をクリック 

接続巧 （ APN ) を 「 AT + CGDCONT = 
く cid >，" PPP "，" く APN>"J のお式で入 
カー 回 


2 [スタート]をクリックー「ずべてのプロ 
グラム 」 （Windows XP 1 U 列の OS の場台 
は「プ□グラム」）一「アクセヴ IJJ 一 
「通信」を順に選択してり V イパーターミ 
ナル J をクリック （ Windows 日8ではさ 
6に [ Hypertrm ] アイコンをダプルク 
IJ ック） 


3 「ち前」に接続巧ちなど任意の名前を入力 
- [ OK ] をクリック 

• r 接続名」に;欠の記号（半角艾字）は入力でを 
ません。 

¥/:キ？!<> 1" 


^巧しい巧病 

る齡入力しアイコンを透んでく微、 
をお(曲 
X 汾 

アイコンみ 


圓尋急嗎嗓圏夕韻 


j しキ《?ン它ル 


/ I 「電話番号 J に実在しない電話番号 （ ro 」 
など）を入力一 [0 K ] をクリック 

• 市が局番はパソコンの環境により異なります。 
接続先 （ APN ) の設定とは関係あ0ませんの 
で 当、中小をでオ 

• r 接続方法」び 「FOMA F 日〇过」に設定されて 
レることを確認します。 


< cid > : 2または4〜10の範囲で任意の番号 
く APN> :接続先 （ APN ) 

• 十 C 日 DC 0 NT コマンドー P 4] 7 「 AT コマンド 
の補足説明」 

• コマンドを入力しても画面に表示されない場 
合は、冉 TE 1 と入力し、回を押します。 


7 roKj と表示されていることを確認して 
「ファイル J をクリックー「八イパーター 
ミナルの終了 J をクリック 

Q 切断の確認で「はい J をクリックー保存 
の確認で「いいえ」をクリック 


発1言者番号はお客様の大切な情報です。通知する際に 
は十分にご注意ください。 

• mopera U または m 叩 era を利用する場含、「が通知」 
に設定すると接続でをません。 

] P 403の操作！〜己を; 5ラ 

2 凳信ち番号の通知/非通知を 「 AT * 

DGP 旧 =< n >」 のお式で入力一回 

< n > :日〜 2 

0 ；そのまま接続（お買い上げ時） 

1 :184を付けて接続（通知） 

吕 :1 扫 6 を付けて接続（非通知） 

3 roKj と表示されていることを確認して 
「ファイル J をクリックー「ハイパーター 
ミナルの終了」をクリック 

n 切断の確認で「はい J をクリックー保存 
の確認で「いいえ」をクリック 































ダイヤルアップネットワークでの通知/巧 
通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続先 
の番号に] 8目施抑/184 (非通知）を付けら 
れます。 

• * DGRR コマンド、ダイヤルアップネットワー 
クの設定の両方で設定を行った場合の発信者蚕 
号の通知/非通知は次のとおりです。 


を DGP 旧コマンドによる設定 

夕仆ル77プネ： 

トクの設定 {< cid >=3 の場合 

設定 

なし 

巧通 
知 

通知 

本9吕キキホ3# 

通知 

非通知 

通知 

184ホ99キホホ3# 

非通知 

1 S 6 ホ白白ホホホ3# 

通巧 


Windows XP で「ネットワークの接続ウイザード」を 
使用して、接続先と TCP / IP プ□トコルの両方を設定 
します。 

接続巧を設定ずる 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプロ 
グラム」一「アクセサリ J 一「通信」を 
順に選択して「ネットワーク接続」をク 
IJ ック 

「ネットワーク接続」画面が表示されます。 

2 「ネットワークタスク J の「新しい接続を 
作成ずる J をクリック 

「新しい接続ウイザードの開始」画面び表示され 
ます。 

3 [巧へ]をクリック 

「ネットワーク接続の種類」画面び表示されます。 

A 「インターネットに接続ずる J を選択して 
[巧へ]をクリック 

「準備」画面び表示されます。 

5 r 接続を手動でセットアップずる」を選択 
して[次へ]をクリック 

「インターネット接続」画面び表示されます。 

ろ 「ダイヤルアップモデムを使用して接続ず 
る J を選択して[次へ]をクリック 

7 「モデムー FOMA F 日〇吕 UCOMx)J のみ 
を選択して[次へ]をクリック 

• X はパソコンの環境により、異なった数字び表 
おされます。 

• インス!-ールされているモデムび]台の場台、 
この画面は表示されません。 



n nsp ち J に任意の接続名を入力一[次へ] 
をク U ック 


ィントわ^■«Kモg曲するサ-aのるおは向ですが 

5巧に BP のる肺 A 力して巧な、 

W) 

FOMA 

口 iATl された S 抑：けおしている巧の！)を B に如*す。 


L <なの」じ|||;默|叱II1111 J Iわ;/ e ルI 


Q 「電話番号 J に接続巧の番号を半角で入力 
一[次へ]をクリック 
■パケット通信のとき 

「*99 * * *< cid >#」 を入力しまず。 
< cid >: 「バケット通信の接続先 （ APN ) を 
設定する」で登録した cid 番号 
mopera U へ接続する場合は「*目目*** 3 
#」を、 mopera へ接続する場合は「*目目* 
* * 1#」を入力します。 

■巨 4 K データ通信のとさ 

接続先の電話番号を入力します。 

mopera U へ接続ずる場合は「*8701」を、 

mopera へ接続する場合は「*目6日1」を入力 

します。 



10 「ユーザーを」を入力一「パスワード J を 
入力一「パスワードの確認入力 J を入力 
一各項目を画面例のよラにずベて選択し 
て[巧へ]をクリック 

• 接続先が mopera U または mopera の場含、「ユー 
ザー名」 r パスワード」 r パスワードの確認入力」 
は空欄でをかまいません。 


> デ-夕通信 
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縣媒纖縱熙!搬證屢輔權蘇®ちしてく刻。 


囚^^^む~5恥 "05 —巧サの理拭巧巧 

回 iKDSa がなのイントネ9卜括の:する出） 


11 [完了]をクリック 

10 設定内容を確認して[キャンセル]をクリツ 
ク 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを 
行いまず。 

TCP / IP 3^ a トコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを選択して 
「ファイル J をクリックーロ□パテイ」 
をク U ック 


コピ '■OM 田の 
シ3-卜れ卜のけが留 
Pi 喊坦） 

るあの巧 M _ 


巧じるの 


5) こ®接括ちかがすを 
Q こ®巧め MS 巧 M する 


ピ;フォルタ irm- 
.LAN ホ fe 凸苗 g インターネ》卜 

进 

い船" 


_ v 百柱れ 


« ぶが 

IQSQ moperaOl ルド 
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[全般]タブの各項目の設定を確認 

• 複数のモデムびインス!-ールされている場合 
は、「接続方法」の「モデム- FOMA F 日〇吕 i 
(巳 OMx )」 のみを選択し ます （ X はパソコンの 
環境により、異なった数字が表示されまず)。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」を非選択 （ r . ) にし 
ます。 


3 


6 


[ネットワーク]タブをクリックー各項目 
を画面例のよラに設定 

• 「この接続はなの項目を使巧します」欄の 
「曰 oS パケットスケジューラ」は設定を変更で 
をませんので、そのままにして<ださい。 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は r インターネットフ□卜 
コル（ TCP / IP )」を選択し、[プ□パティ]を 
ク U ックして必要な情報を設定してください。 


をおオフシむたキュリティネク々一す’齡 B 臨 


D 乎び化すタイヤルアップサーバーの诗ミ自 (£>: 

I 肢をを） 

この巧席はホの巧目を巧用しますを)： 


囚占〇 os バケ，卜3 


ト スケシュ—ラ 
□ S Microsoft ネットワ-ク用ファイルとプリンタ共ち 
I口与 Microsolt ネットワづ用クライアント 


I インストールが)- ■ 


巧巧 

をを削なけ日卜]ル/インタ-ネゥトブロト]ル。巧互巧巧されたさまさ‘まな 
ネットワ-ウ聞の迅言を毎—‘—. .— 


G 0 K 〕 I キヤン t ル 


4 [設定]をクリック 
C ずべての項目を非選択（。）に設定- 
にのをクリック 


□ LCP 撼抗话うの 

n 的 ' 朽 巧 戲る . 圧捕 .贸お 職 

□単ー リンク巧院にさすしてマルチりシクをネゴシエ-卜する(凹） 


[ 


I [ キャン t ル 


[0 K ] をク U ック 

通信を実行する一 P 39 扫 


•• FOMA のブ□パテイ 


を按1オブシむ•担ネュリティネゥトワ—ク 


巧括方;'去の：_ 

レザ* jjB か，化 1お iiiima 麵 

.□当モデム- FOMA FTOOiS (COM3) 


Jj 


□すべてのデバイスで间じ番をを巧の出す也） I #巧り)… 

ち話番号 

巧巧て-立._ 巧註#ちが. 


軒*** 3 # 


] 〔その他(が 


□タイれレ惭 R をほう這） 

囚巧樹弓に适巧巧谢こアイコンをまモする地） 


r 5 k ] I キャンたル^ 


Windows 2日00で「ネットワークの接続ウイヴード」 
を使巧して、接続先と TCP / IP プ□トコルの両方を設 
定しまず。 

接続巧を設定ずる 

I [スタート]をクリックー「プ□グラム」 

一「アクセサリ」一「通信 J を順に選択 
して「ネットワークとダイヤルアップ接 
続」をクリック^ [新しい接続の作成] 
アイコンをダプルクリック 
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• 「所在地情報」画面び表示された場合は L ソ下の 
操作を行います。 

① r 市が局蚕/エリアコード」に市が局番を入 
カー [0 K] をクリック 
感 r 電話とモデムのオプション」画面で [0K] 
をクリック 

2 [次へ]をクリック 

「ネットワーク接続の種類」画面び表示されます。 

3 「インターネットにダイヤルアップ接続ず 
る J を選択して[次へ]をクリック 

「インターネット接続ウィヴードの開始」画面び 
表示されます。 

A 「インターネット接続を手動で設定ずる 
か、または□一カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続しまず」を選択して 
[巧へ]をクリック 

「インターネット接続の設定」画面び表示されま 
す。 

5 「電話回線とモデムを使ってインターネッ 
卜に接続しまず J を選択して[次へ]を 
ク U ック 

「モデムの選択」画面び表示されます。 

ろ 「インターネットへの接続に使ラモデムを 
選択ずる」び [FOMA F 902 iJ に設定さ 
れていることを確認して[次へ]をクリッ 
ク 

「インターネットアカウントの接続情報」画面び 
表示されます。 

• インス I -ールされているモデムび]台の場合、 
この画面は表示されません。 

7 「電話番号」に接続巧の番号を半角で入力 
-[詳細設定]をクリック 

■パケット通信のとさ 

「*日9 * * *< cicl >#」 を入力します。 
< cid >: I ■パケット通信の接続先 （ APN ) を 
設定する」で登録した cid 番号 
mopera U へ接続する場台は「*目目*** 3 
#」を、 mopera へ接続する場合は「*99* 
* * 1#」を入力します。 

■巨 4K データ通信のとさ 

接続先の電話番号を入力します。 

mope 旧 U へ接続ずる場合は 「* S 70]」 を、 

mopera へ接続する場合は「*9已01」を入力 

します。 

• r 市外局番とダイヤル情報を使ラ」はが選択 
(「1)にします。 



Q [接続]タブの各項目を画面例のよラに設 



Q [アドレス]タブをクリックー各項目を設 
定 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場をは必要な情報を設定して 
<ださい。 

• 接続先び mopera U または mopera の場合は、 
設定を変更しなくてをかまいません。 



10 に K ] をク IJ ック 

「インターネットアカウントの接続情報」画面に 
戻りまず。 

11 [次へ]をク IJ ック 

「インターネットアカウントの□グオン情報」画 
面び表示されます。 
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10 「ユーサー名」を入力一「パスワード J を 
入力一[巧へ]をクリック 

• 接続先び mopera U または mopera の攝台、口一 
ザー名」 「パスワード」は空欄でをかまいません。 
[次へ]をク U ックし、入力されていないことを 
確認する画面び表示されたら、[はい]をク U ッ 
クします。 

13 「接続名」に任意の接続名を入力一[次 
へ]をクリック 

「インターネット；><ールアカウントの設定」画 
面び表おされます。 



] A 「いいえ」を選択して[巧へ]をクリック 

15 [完了]をクリック 

' 「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面に戻 
ります。 

TCP / IP 3^ a トコルを設定ずる 

1 作成した接続巧アイコンを選択して「ファ 
イル」をクリックー「プ□パティ」をク 
IJ ツク 



2 [全腺]タブの各項目の設定を確認 

• 複数のモデムびインス!-ールされている場合 
は、「接続の方法」の「モデム - FOMA F 902 i 
に OMx )」 のみを選択します （X はパソコンの 
環境により、異なった数字び表示されます)。 
モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項 
目び初期化されますので、もラー度接続先電話 
番号を入力して < ださい。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」をが選択 （ r ^) にし 
ます。 



3 [ネットワーク]タブをクリックー备項目 
を画面例のよラに設定 



A [設定]をクリックーずベての項目を非選 
択 （[) に設定一にのをクリック 

接続先のフ□パティ画面に戻ります。 



5 [ OK ] をクリック 

通信を実行する一 P 3 日8 
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■ ぶ 


[新しい接続]アイコンをダブルクリック 

r 接続を J に任意の接続ちを入力一[次へ] 
をク IJ ック 

• r 接続名」に;欠の記号（半角文字）は入力でを 
ません。 

¥/:キ？ "<> I 

• 「モデムの選お」び 「FOMA F 902 U に設定さ 
れていることを確認しまず。 



Jj 茂べ峨 ，I かに々ル J 


接続巧を設定ずる 

I [スタート]をクリックー「プ□グラム J 
一「アクセサリ」一「通信」を順に選択し 
て「ダイヤルアップネットワーク」をク 
IJ ック 

「ダイヤルアップネットワーク」画面び表示され 
ます。 

• 「ダイヤルアップネットワークへよラこそ」画 
面び表示された場合はじ欠へ]をク U ックしま 
す。 


A 「電話番号 J に接続先の番号を半角で入力 
一[次へ]をクリック 
■パケット通信のとさ 

「*日9 * * *< cicl >#」 を入力します。 
< cid >: I ■パケット通信の接続先 （ APN ) を 
設定する」で登録した cid 番号 
mopera U へ接続する場合は「*目9 * * * 3 
#」を、 mopera へ接続する場合は「*99* 
* * 1#」を入力します。 

■己 4K データ通信のとさ 

接続先の電話番号を入力します。 
mopera U へ接続する場をは「*8701」を、 
mopera へ接続する場合は「*日巨01」を入 
力します。 

•「市が局番」には何ち入力しません。 



5 接続巧をを確認して[完了]をクリック 

下じド/1ドプロトコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを選択して「ファ 
イル」をクリックー「プ□パティ」をク 
IJ ツク 



2 [全般]タブの各項目の設定を確認 

• r 市外局番とダイヤルのプ□パティを使ラ」を 
非選択 （ r ) にします。 

• r 接続方法」び 「FOMA F 902 iJ に設定されて 
いることを確認します。 



3 [ネットワーク]タブをクリック^各項目 
を画面例のよラに設定 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場をは [ TCP / IP 設定]をク 
U ックし、必要な情報を設定してください。 
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Foma 


ぶ过 



A [セキュリティ]タブをクリックー「ユー 
ザーを」を入力一「パスワード」を入力 

• 接続先び mopera U または mopera の攝合、口一 
ザー名」 「パスワード」は空欄でをかまいません。 



5 [0 K ] をクリック 

通信を実行する一 P 398 


接続巧を設定ずる 

操作方法は Windows Me の接続先設定と同様です。 
一 P 408 

下じド/1ドプロトコルを設定ずる 

I P 40 扫「下じド/1ドプロトコルを設定する」 
の操作！〜吕を行ラ 


2 [ヴーバーの種類]タブをクリックー各項 
目の設定を確認 

• 「ダイヤルアップサーバーの種親は 「 PPP : イ 
ンターネット、 Windows NT Server . Windows 
吕引に設定しまず。 

• r 使用できるネットワークプ□トコル」は 「 TCP / 
IP 」 だけを選択します。 

• プ□バイダから、 IP および DNS 情報の設定び 
指おされている場をは [ TCP / IP 設定]をク 
U ックし必要な情報を設定してください。 



3 [0 K ] をクリック 

通信を実行する一 P 3 日8 


AT コマンド 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を 
設定ずるためのコマンド（命ち）でず。 FOMA 端末は 
AT コマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や 
独自の AT コマンドをサポートしていまず。 


AT コマンドの入力形式 

冉 T コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付け 
て入力します。必ず半角英数字で入力してください。 
次に入力例を示します。 

ATD ホ 日9 夺半ホ l # y ] 


リターンマーク： Enter キー 
を巧します。コマンドの区切 
0になります。 

パラ六一夕：コマンドの内容です。 
コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続くパラ方ータを含めて、 
必ず1巧で入力します。1行とは最初の文字から回を 
押した直前までの文字のことで、「冉下」を含む最大 
160文字入力でをます。 
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AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作する場创ま、パソコ 
ンをター S ナルモードにしてください。ター S ナル 
モードとは、パソコンを]台の通信端ホのよラに動作 
させるモードです。ター S ナルモードにずると、キー 
ボードから入力された文字びそのまま通信ポートに 
送られ、 FOMA 端末を操作でさまず。 

• オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態です。通常 AT コマンドで 
FOMA 端末を操作する場をは、この状態で操作しま 
す。 

• オンラインデータモード 
FOMA 端末び通信中の状態でず。この状態のとをに 
AT コマンドを入力すると、送られてをた文字をそ 
のまま通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作 
させる場合があります。通信中は AT コマンドを入 
力しないで < ださい。 

• オンラインコマンドモード 
FOMA 端末び通信中の状態でも、 AT コマンドで 
FOMA 端末を操作でをる状態です。その場合、通信 
先との接続を維持したまま AT コマンドを実行し、 
終了すると再び通信を続けられます。 

■オンラインデータ モー ドとオンラインコマンド 
モードを切り替えるとき 

FOMA 端ホをオンラインデータモードからオンラ 
インコマンドモードに切り曾えるには、次の方法び 
おじます。 

• r 十++」コマンドまたは「32」レジスタに設定し 
たコードを入力します。 

•「 AT&D ] 」に設定されているときに、 RS -23 吕 C & 
の ER 信号を OFF にします。 

※： US 日インタフェースにより、 RS -232 C の 
信号線びェ S ユレートされていますので、通 
信アプ U ケーシヨンによる RS -232 巳の信 
号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンライン 
データモードに切り曽えるには、 「 ATO 回」と入 
力します。 
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• F 曰 K / l 冉 F 目 02 i Modem Port で使用できる AT コマンドです。 

• AT コマンド入力時に、使用しているパソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力してを「\」と 
表おされる場合びありまず。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場を、設定値び記録されないことびあります。 


AT コマンド 

概要 

バラメータ/説巧 

コマン ド実行例 

AT%V 

FOMA 端末のバージヨンを 
表のします。 

実行するど | Ve 「 X . XX ’’ などの形式で表示します。 

ATo/oV 回 

Verl.OO 

OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD CDCD ) 
信号の動作条件を設定しま 
す。-》1 

n 二日：常に ON 

n 二1:回撼接続巧態に従い変化（お買い上げ時） 
n = 日に設定する場合は、接続完了時の" CONNECT ’ 
を送出する直前に巳 D 信号を曰 N にしまず。回路び 
切挪され、" N 0 CARRIER " を送出する直前に CD 信 
号を OFF にします。 

AT & Cl 回 

OK 

AT & D < n > 

オンラインデータモードの 
とさに、 DTE か6受け取る 
回路 ER CDTR ) 信号び ON 
から OFF に変わったときの 
動作を設定しまず。&1 

n 二0 :状態を無視（常に日 N とみなす） 
n = l :日 N から OFF に変わるとオンラインコマン 
ドモードに移行 

n =2 : ON から OFF に変わると回線を切断しオフ 
ラインモードに移行（お買い上げ時） 

AT & Dl 回 

OK 

AT&E < n > 

接続時の速度表示仕様を選 
択しまず。’ 

ド〇 :無撤区間通信速度を表示 
n = l :パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示 
(お買い上げ時） 

AT & El 回 

OK 

AT&F 

FOMA 端末の AT コマンド 
設定値をお買い上げ時の巧 
態にリセツトします。通信 
中に実行した場合は、回線 
を切断してか 6 U セツ h し 
まず。 


AT&F 回 

OK 

ATSS < n > 

DTE へ出力ずるデータセツ 
トレディ ( DR ) 信号の制御 
のしかたを設定しまず。 

n 二日：常時 ON (お買い上げ時） 
n 二1:回線接続時に ON 

AT & S 日回 

OK 

AT&W 

現なの設定値を FOMA 端末 
に記録しまず。 


ATSW 回 

OK 

AT * DANTE 

FOMA 端ホの受信レベルを 
数字で表示しまず。 

実行ずると’’ホ DANTE : < n >’の形式で表示しま 
す。 

n =0 :圏外 

n 二1 : Tl 

n 二2 :中|| 

n 二3 :す"1 

AT * DANTE 回 
* DANTE :3 

OK 

AT ホ DANTE 二？回 
中 DANTE :(0-3) 

OK 

(表示可能な値の範囲を 
表示する） 

AT ホ DGANSM = 

< n > 

バケツト着信呼に対する着 
信拒否/許巧設定のモード 
を設定しまず。 

n 二日：着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お 
買い上げ時） 
n = l :着信拒否設定 ON 
n づ：着信許可設定 ON 

AT ホ D 白 ANSM 二日 g 

OK 

AT ホ DGANSM ?1 ±U 
ホ DGANSM : 日 

OK 

AT が GAPL 二 < n > 

[.< cid >] 

バケツト着信呼に対して着 
信を許可する接続先 ( APN ) 
を設定します 。 APNiS 
定は r + CGDCONT 」 コマ 
ンドで定義された < cid > 
バラメータを使用します。 

<11>バラメータによって着信許可リストへの追 
加または削除を指定します。 < cid > パラメータを 
省略した墙合は、 < cicl > のずべてを U ストに追加 
または削除します。追加または削除ずる <がづ>ぴ 
r+CGDCONTJ コマンドで定養されていない場 
合でち、 U ストへ追加または削除します。 
n =0 : < cid > で定義された APN を着信許可リス 
卜に追加 

n = l : < cid > で定義された APN を着信許可リス 
卜から削除 

AT ホ DGAPL 二日. 1 g 

OK 

AT ^ DGAPL ? 0 
ホ DGAPL :1 

OK 





















AT コマンド 

概夏 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT キ DGARL 二 < n > 

[,< cid >] 

バケット着信呼に対して着 
信を拒否する接続先 ( APN ) 
を設定します。 ’ X 2 APN 設 
定は 「+ CGDCONT 」 コマ 
ンドで定義された < cid > 
バラメータを使用します。 

<11>バラメータによって着信拒否1」ストへの追 
加または削隙を指定しまず。く cicl > パラメータを 
省略した場合は、 < cicl > のすべてを U ストに追加 
または削除します。追加または削除する < cid > び 
「+巳 GDCONT 」 コマンドで定義されていない場 
合でち、 IJ ストへ追如または削除します。 
n =0 : < cid > で定義された APN を着信拒否リス 
卜に追加 

n=i : < cid > で定義された APN を着信拒否 U ス 
卜から削除 

AT ホ DGAR し二日，1 g 

OK 

AT * DGARL ? y 
* DGARL ;1 

OK 

冉 T ホ DGPIR 二 < n > 

バケット通信確立時に、番 
号を通知するかどラかを設 
定しまず。発信時、着信 
時に有効です。 

n 二0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） 
n 二]: APN に「184」を付けて接続 
n 二2 : APN に「186」を付けて接続 
本コマンドとダイヤルアップネットワークの両方 
で「18目」（通知）/「184」（非通知）を設定した場 
台一 P 404 

AT キ DG 円 R =0 回 

OK 

AT ホ DG 円 R ? 回 
* DGPIR :0 

OK 

AT キ DRPW 

FOMA 端末び晋信する電波 
の受信電力指標を表示しま 
す。 

実行すると’’キ DRPW : < n > " の形式で表おしま 
ず。 

AT ホ DRPW 囚 
ホ DRPW : 0 

OK 

AT ホ DRPW 二？囚 
* DRPW : (日-巧） 

OK 

(表示可能な値の範囲を 
表おする） 

+ + + 

FOMA 端ホのモードをオン 
ラインデータモードから才 
ンラインコマンド モー ドへ 
移斤しまず。 

エスケープガード区間は 
「1秒」の固定値です。 



AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表 
术しホす。 

切断理由一覧^ド417 

AT+CEER 回 
+ CEER :3 日 

OK 

AT + CGD 巳 ONT 

バケット発信時の接続先 
( APN ) を設定します。《2 

AT コマンドの補足説明一 P 41 7 

AT コマンドの補足説明 
一 P 4]7 

AT+C 白 EQMIN 

バケット通信確立時にネッ 
トワーク側から通知される 
QoS (サービス品質）を許 
容するかどラかの判定基準 
を登歸します。 *2 

AT コマンドの補足説明一 P 41 7 

AT 〕 マンドの補足説明 
一 P 417 

AT+CGEQREQ 

バケット通信の発信時に 
ネットワークへ要求する 
QoS (サービス品質）を設 
定します。 *2 

AT コマンドの補足説明一 P 41 7 

AT 〕 マンドの補足説明 
一 P 417 

AT+C 白 VIR 

FOMA 端末のバージヨンを 
表のします。 


AT+CGMR 囚 
1234567890123456 

OK 

AT+CGREG 二 < n 〉 

ネットワーク登録状態を通 
知するかどラかを設定しま 
ず。通知される内容は圍 
内/圏列です。 

< n > 

日：通知なし（お買い上げ時） 

1:通知あり 

ド!に設定すると、圏内から圏外または圏がから 
圏内へ移動したときに’ + CGREG : < stat >" の形式 
で通知されます。く5な1>バラメータは「0丄4」を 
サポートしまず。 

< stat > 

日：圏列 

1:圏内 （ home ) 

4 :不明 

「 AT + CGRE 白?」のとき n + CGREG : く n >，< stat >" 
を表おします。 

AT + C 白 RE 白二10 

OK 

AT + C 白 RE 白？ 0 
+ CGRE 白丄〇 

OK 

(逼知あり、圏外を意味し 
ている） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 
术します。 


AT+CGSN 回 

123456789012345 

OK 
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ATII マンド 

概要 

バラメータ/説日月 

コマンド実行例 

AT+CLIP 二 <n> 

日 4K データ通信の着信時に、 

ホ目手の発信番号をパソコン 
に表示しまず。&1 

<n> 

0:リヴルトを表示しない（お買い上げ時） 

1: U ヴルトを表をずる 

「AT + CLIP?」 のとき、 "+CLIP： <n>,<m>" 
を表します。 

<m> 

0 :葬信時に相手にま号を通知しない NW 設定 

1:発信時に巧手に番号を通知する NW 設定 

2 :不明 

AT+CLIP 二〇回 

OK 

冉 T+CUP? 回 
+CLIP : 0,2 

OK 

AT+CUR 二 <n> 

64 K データ通信の発信時 
に、電話ま号を相手に通知 
するかどラかを設定しま 
す。.》2 

<n> 

0:サービスご契約の設定に従う 

1:通知しない 

2 :通知する（お買い上げ時） 

「AT+CUR?」 のとき、 II+CUR : <n>,<m>" 
を表します。 

<m> 

0 : CUR は未起動（常時通知） 

1: CUR は常時起動（常時非通知） 

2 :不日月 

3 : CUR テンポラリーモード(非通知デフオルト） 
4: CUR テンポラ U- モード（通知デフオルト） 

AT+CUR 二2回 

OK 

冉 T+CUR? 回 
+CLIR : 2,2 

OK 

AT+CMEE 二 <n> 

FOMA 端モのエラーレポー 
卜の有無を設定しまず。&1 

エラーを’’ ERROR" のみで表示ずるか、理由を文字 
あるいは数値でレポートするかを設定します。 
<n> 

0 :リヴルトコードを使巧せずに" ERROR" を表示 
(お買い上げ時） 

1: U ヴルトコードを使巧し、数字で理由を表示 

2:リヴルトコードを使巧し、文字で理由を表示 
n= 1または n=2 でエラーレポート表示に設定した 
墙合、エラーレポートは次のよラに表示されます。 
•+CME ERROR : xxxx" (xxxx には、数字または 
文字び表示されます。一 P417 「エラーレポート 
一覧」） 

AT+CMEE 二〇回 

OK 

AT+CNUM yj 

ERROR 

AT+ 巳 MEE=1 回 

OK 

AT+CNUM 1±JJ 
+CME ERROR:10 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表 

実行すると" +CNUM : .く number〉 .くむ口 e> "の 
形式で表示されます。 

<numbs「> 電話番号 
<type> 

129 :国隙アクセスコード+を含まない 

145：国隙アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 0 
+CNUM : ."+8190123456 
78M45 

OK 

AT+CR 二 <mode> 

回線接続時に’’ CONNECT" 
の U ヴルトコードび表示さ 
れる前に、パケット通信/ 64K 
データ通信を表示するかど 
ラかを言ミをします。 A 1 

<mode> 

0:表示しない（お買い上げ時） 

1:表示する 

バケツト通信のときは、 "GPRS" と表示され 64K 
データ通信のとをは’ SYNC" と表示されます。 

AT+CR 二 1 回 

OK 

ATD ホ目 9 ホホホ 1# 回 
+巳 R: 白 PRS 

CONNECT 

AT+CRC 二 <n> 

着信時に拡張リヴルトコー 
ドを使用するかどラかを設 
定しまず。&1 

n 二0:使用しない（お買い上げ時） 
n 二1:使用する 

AT+CRC 二〇回 

OK 

AT+CRE 白 =<n> 

ネットワークの圏内/圏外 
情報を表示するかを設定し 
まず。《1 

<n> 

0 :通知なし（お買い上げ時） 

1:通知あり 

「AT+CREG = 1」 に設定すると、圏内から圏が、 
または圏外から圏内へ移動したときに" +CREG: 

く stat> "の形式で通知されます。 <stat> パラ 
メータは「〇丄4」をサポートします。 

<stat> 

0 :圏列 

1:圏内 

4 :不日月 

「AT+CREG?」 のとき" +CREG : <n>, <stat>" 
を表します。 

AT+CREG 二1囚 

OK 

AT+CR EG? 1±JJ 
+CREG: 1，0 

OK 

(通知あり、圏外を意味し 
ている） 

AT+ 白 Ml 

FOMA 端ホのメーカの名前 
び半ち英数字で表示されま 
す。 


AT+GMI 回 

FUJITSU 

OK 
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NTT DoCoMo 

製品名の略称を表示する （FOMA F 日020 
製品のバージヨンを" VerX . XX " などの形式 
で表示する 


ATI 0 y 
NTT DoCoMo 
OK 


ATI < n > 確認コードを表示します。 


AT 0 


通信中にオンラインコマン 
ドモードからオンライン 
了ータモー ドに戻します。 


AT 0 回 
CONNECT 


ATQ < n > 


リヴルトコードを表示する 
かどラかを設定します。^ 


n =0 :表示する（お買い上げ時） 
n=i :表しない 


ATQ 0 回 
0 K 


ATV < n > 


リザルトコードの表示ち法 
を設定します。^1 


すべてのリプルトコードを数字表記あるいは英文 

字表記で表术します。 

n 二0 :数字表記で表示する 

n=l :英文字表記で表示する（お買い上げ時） 


ATV 1 回 
0K 


AT コマンド 


概要 


パラメータ/説明 


コマンド実行例 


AT+GMM 


FOMA 端末の製品名の略称 
び半ち英数字で表示されま 
す。 


AT+GMM y 
FOMA F 日 02 i 
OK 


AT+GMR 


FOMA 端末のバージヨンを 
お巧しま9’。 


FOMA 端末のノ（ージヨンを " VerX . XX " などの形式 
で表のします。 


AT+GMR 回 

Verl.OO 

OK 


AT + IFC =< n , m > 


バソコンと FOMA 端末間の 
□—カルフ □一 制御ち式を 
設定します。*1 


DCE by DTE « n » 

日：フ□一制御を斤わない 
1: X 日 N / X 日 FF フ□—制御を行う 
2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□一制御を行ラ（お 
買い上げ時） 

DTE by DCE « m » 

日：フ□—制御を行わない 
1: X 日 N / XOFF フ□—制御を行う 
2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ □— 制御を;5ラ（お 
買い上げ時） 


AT + IFC =2.2 回 
OK 


AT + WS 46=< n > 


発信時に使用する無線ネッ 
トワークを設定します。発 
信に影響は与えません。 


n =22 : FOMA ネットワーク（固定値） 


AT + WS 46=22 回 
OK 


ATA 


バケット着信および 64 K デー 
夕通信の着信時に入力ずる 
と、着信処理を行います。 


パケット着信中には、 「 ATAIM 回」（発信ち番 
号通知なし着信動作）および 「 ATA 186 y 」 （発 
信ちま号通知あり着信動作）を入力でさます。 


RING 
ATA yj 
CONNECT 


A / 


直前に実行したコマンドを 
再実行します。 


前の応答び’’ ERROR " の場合" ERROR " び返りま 
す。 


A / 

OK 


ATD 


発信処理を巧います。 


パヶット通信： 「 ATD *99* * *< cid ># 回」 
rATD*9 目#」を入力した場合は 「< cid > 二1」を 
使し、ます（く cicl > を省略した場合は、 「< cid > 二1」 
になります)。 

「 ATD 184 *99」で始まる書式を入力した場合は指 
定した < cid > に設をした APN に対して"18411が付 
加されまず （18 日でち同様の操作びでをます)。 

日 4 K データ通信: 「 ATD [バラメータ][電話番号]回」 
電話番号に「0〜9、*、#、 A 、 a 、巨、 b 、 C 、 C 、 
D 、 d 、- (ハイフン）、空白、 T 、 t 、 P 、 p 、！、 W 、 w 、 
@、.（カンマ)」 iU 外を設定した場合は、発信で 
をません。の文字は入力でさますび、ダイヤル 
時には認識されません。 

「 ATDN 」 または rATDLJ で U ダイヤル発信びで 
をます。 


ATD 本 gg ネキ * 1 # yj 
CONNECT 


ATE < n > 


パソコンか6送信されたコ 
マンドに巧して、 FOMA 端 
末びエコーを返すかどラか 
を設定します。^1 


n =0 :エ〕ーバックなし 
n 二 i :エコーバックあ0 (お買い上げ時） 

通割ま n = l で使用します。バソコンにエコー機能び 
ある墙合、 n 二 D に設定ずると文字び二重に表おされ 
な< な0ます。 


ATE 1 回 
OK 


ATH 


通信中に入力すると、回線を 
切断します。 


願信中） 

+++ 

OK 

ATH 囚 
N 0 CARRIER 
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AT コマンド 

概要 

バラメータ/説日月 

コマンド実行例 

ATX < n > 

接続の" C 日 NNECT " 表示に 
速度を表おするかどラかを 
設定します。また、ビジー 
トーン、ダイヤルトーンの 
検出を行います 。’XI 
ビジートーン検出： 

接続先び通話中の場合は、 
" BUSY ’ 応答を送出します。 
ダイャルトーン検出： 

FOMA 端末に接続されてい 
るかどうかを判定します。 

n 二0 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表のなし 

n 二1:ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表示あり 

n 二2 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検 
出あり、速度表おあり 

n =3 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検 
出なし、速度表おあり 

n =4 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検 
出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 
n 二0に設定すると、 FATSEJ コマンドおよび 「AT 
¥ VJ コマンドび巧効にな0ます。 

ATX 1 回 

OK 

AT 之 

FOMA 端末の AT 〕 マンド設 
定値を1」セットします。 *3 

FOMA 端末の AT コマンド設定値を不揮発メモ1」 
の内容にリセットします。通信中に実行した場合 
は、回線を切断してから U セットします。 

(オンライン時） 

ATZ 回 

NO CARRIER 
(オフライン時） 

ATZ 回 

OK 

ATS 日 =< n > 

FOMA 端末が自動着信する 
までの呼出回数を設定しま 
す。-》1 

n 二日 :自動着信なし（お買い上げ時） 

n 二1〜巧日：指定した U ング数で自動着信 

ATS 日二〇回 

OK 

ATS 。？ 回 

000 

OK 

ATS 2 二 < n > 

エスケープキャラクタの設 
定を巧いまず。 

n 二〇〜127 (お買い上げ時 n 二 43) 

n = l 27に設定するとエスケープは無効になりま 

す。 

ATS 2 二43回 

OK 

ATS り回 

043 

OK 

ATS 3=< n > 

復帰 CCR ) キャラクタの設 
定を斤いまず。 

AT コマンド文字列の最後を認識ずるキャラクタ 
を定義します。エコーバックされたコマンド文字 
列と U ヴルトコードの最後に巧きます。設定値は 
変更でをません（お買い上げ時 n 二!3)。 

冉 TS 3 二13回 

OK 

ATS 3? 回 

013 

OK 

ATS 4 二 < n > 

改行 ( LF ) キャラクタの設 
定を行いまず。 

巧文で U ヴルトコードを表おする場合、に刊キャ 
ラクタの後に付きます。設定値は変更でをません 
(お買い上げ時 n 二10)。 

ATS 4 二10回 

OK 

ATS 4? 回 

010 

OK 

ATS 日 =< n > 

バックスペース ( BS ) キャ 
ラクタの設をを巧います。 

AT コマンド入力中にこのキャラクタを検出する 
と、入カバッファの最後のキャラクタを削除しま 
す。設定値は変更でさません（お買い上げ時 n 二 8) 。 

ATS 日二8回 

OK 

ATS 日？回 

008 

OK 

ATS 日 =< n > 

ダイヤルするまでのポーズ 
時間（秒）を設定します。 

本コマンドによりレジスタは設定されますび、動 
作しません。 

n 〜10 (お買い上げ時 n 二 5) 

ATS 日二日回 

OK 

ATS 日？ 口 

005 

OK 

ATS 7 二 < n > 

接続完了までの待ち時間 
(抄）を設定します。※1 

n : 1-255 (お買い上げ時 n 二 S 日） 

64 K データ通信およびバケット通信の発呼時に、 
FOMA 端末びパソコンから 「 ATD 」 入力を晋信し 
てから設定した砂数び経過してを、 FOMA 端末が 
パソコンに’ CONNECT ’ を送出できない場合は、 
"NO CAR 阿 ER " のリサ•ルトを返し、切断処理へ移 
行します。値を「121〜2日日」に設定した場合、 " OK " 
の U ヴルトを返しますび、値は「120」に設定され 
ます。 

ATS 7=60 y 

OK 

ATS 7? 口 

060 

OK 

ATS 8=< n > 

カンマダイヤルするまでの 
ポース時間（秒）を設定し 
まず。 

本コマンドによ0レジスタは設定されますび、 
ポーズ時間 （3 秒）に影響しません。 
n 二0 :ポーズしない 
n :)〜25日（お買い上げ時 n 二 3) 

ATS 8 二3回 

OK 

ATS 8? 回 

003 

OK 



















AT コマンド 

概夏 

パラメータ/説明 

コマンド 実行 例 

ATS 10=< n > 

自動切断の遅延時間（砂） 
を設定します。 （1/1 日秒）^ 

本コマンドによりレジスタは設定されますが、動 
作しません。 

n : 1-255 (お買い上げ時 n 二 1) 

ATS 1 日二1 回 

OK 

ATS 10? y 

001 

OK 

ATS 30 二く n > 

日 4 K データ違信時、データ 
の送受信びない焉合に切断 
するまでの時間（分）を設 
定します。 

n : 0-255 (お買し、上げ時 n 二 0) 
n 二 D は不活動タイマオフ 

ATS 3 日二3 回 

OK 

ATS 30? y 

000 

OK 

ATS 103 二 < n > 

目 4 K データ通信で、着サブ 
アドレスを付けて発信する 
場合の区切りを設定しま 
す。 

n 二0 : *ァスタ U スク 

n 二！： /スラッシュ（お買い上げ時） 

n 二2: ¥マークあるレはバックスラッシュ 

ATSlOa 二〇回 

OK 

ATS 103? 0 

001 

OK 

ATS 104=< n > 

日 4 K データ通信で、発サブ 
アドレスを付けて発信ずる 
場合の区切りを設定しま 
す。 

n 二0 :#シャープ 

n 二 j : 〇/〇バーセント（お買い上げ時） 
n 二2 : &アンド 

ATS 104=0 0 

OK 

ATSl 日 4? 回 

001 

OK 

AT¥S 

現在設定されている普コマ 
ンドと S レジスタの内容を 
表 71^ します。 


AT¥S 回 

El Q 日 VI X 4 SC 1& D 2 
SSOSEl ¥ V 0 

5000=000 3002=043 

S 日日 3= 日13 3004=010 

S 日日已=日08 SO 日日=□日日 
5007=060 3008=003 

5010=001 5030=000 

3103=001 3104=001 

OK 

AT ¥ V < n > 

接続時の応笞コード仕様を 
選択します。 

n 二0:拡張 U ザルトコードを使用しない（お買い 
上げ時） 

n 二1:拡張 U ザルトコードを使巧する 

AT ¥ V 0 回 

OK 


: r & WJ コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

※己：「创=」 「 Z 」 コマンドによる U セットは斤ねれません。 

《3: rswj コマンドを 使巧ずる前に 「 Z 」 コマンドを 実行ずると、最後に記録した が 態に房り、それまでの変更内容は消去さ 
れます。 
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■ パケット通信 


値 

理由 

27 

APN わ审在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ 通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は巧在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信がでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間巧に応答がありません。 

19 

相手側び呼出中のため通信がでさません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのヴービスおよびオプションび有効 
ではありません。 

65 

提供されていなし鄉理速度を指定しました。 

88 

端モ属性の異なる端ホに発信したか、または着信を 
受けました。 


数字 

表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not 

inserted 

F 日 MA カードがセットされていま 
せん。 

15 

SIM 

wrong 

ドコモ iii 列■の SIM (FOMA 力ード 
に相当するにカード)が挿入されて 
し、ます。 

16 

incorrect 

password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


■ コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

■概要 

パケット発信時の接続先 （APN) の設定を行い 
ます。 

■書式 

+巳白 DCONT 二 [<cid> [, "PPP" [. "<APN> 

つ]]回 


•パラメータ説明 

<cid> :1〜10 
<APN> :任意 

《 <cicl> は、 FOM 冉端末内に登録するパケット 
通信での接続先 （APN) を管理する番号でず。 
FOMA 端末では「1〜1日」び登録できます。お 
買い上げ時、1には mopera に接続するための 
APN「mopera.ne.jp」 び、3には mopera U に 
接続するための APN「mopera.net」 び登録 
されています。 

< APN >は接続先を示す接続ごとの任意の文 
字列です。 

■ 実行例 

rabcj という APN 名を登録する場含のコマンド 
(く cid> 二2の場合') 

AT+ 巳白 DC0NT 二 2. "PPP", "abc" 回 
OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGDCONT= 

すべての< cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGDCONT=< cid > 

指定した< cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGDCONT=? 

設定可能な値の U スト値を表示しまず。 
AT+CGDCONT? 

現在の設定値を表示します。 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [パラメータ] 

■概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知 
される曰 oS (サービス品質）を許容するかどラ 
かの判定基準値を登録します。 

■書式 

AT+ 巳白 EQK/IIN 二[く cid> [, ，< Maximum 
bitrate UL> [, <Maximum bitrate DL>]]] 
回 

•パラメータ説明 

<cid> : 1 〜 1 日 
< Maximum bitrate UL> 

:なし（お買い上げ時）または日4 
< Maximum bitrate DL> 

:なし（お買い上げ時）または384 
《 <cid> は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 CAPN) を管理する番号です。 
FOMA 端末では「1〜1日」が登録できます。お 
買い上げ時、1には mope 旧に接続するための 
APN「mopera.ne.jp」 か、3には mopera U に 
接続するための APN fmopera.netj び登録さ 
れています。 「Maximum bitrate ULJ および 
「Maximum bitrate DLJ では、 FOK/IA 端末と 
基地局間の上りおよび下りの最低通信速度 
(kbps) を設定します。「なし（お買い上げ時)」 
に設定した場合は、すべての速度を許容します 
び、 r 日4」および「384」を設定した場合、これ 
らの速度 UTF の接続は許容されないため、パ 
ケット通信び接続されない場合びありますの 
でご注意ください。 
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♦ 実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容する場合 
のコマンド 〔< cicl > 二2の場を） 

AT + CGE 日 MIN 二2回 
0 K 

に）上り日4 kbps 、 下り384 kbps の速度のみ許容 
する場台のコマンド （< cid > 二3の場合） 
AT + CGE 曰 MIN 二3,，目4,384回 
0 K 

(3) 上り 64 kbps 、 下りすベての速度のみ許容ずる 
場をのコマンド （< cid > 二4の場を） 
AT + CGE 曰 MIN 二4,，目4回 

0 K 

(4) 上りすベての速度、下り 384 kbps の速度のみ 
許容する場をのコマンド（く cid > 二日の場合） 
AT + CGE 曰 MIN 二日…384回 

0 K 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQMIN= 

すべての< cid >の設定をク U アします。 
AT+CGEQMIN=<cid> 

指定した < cid > をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGEQMIN=? 

設定可能な値の I 」ストを表示します。 
AT+CGEQMIN? 

現在の設定を表おします。 

コマンドを： +CGEQREQ= [パラメータ] 

•概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要ます 
る日 oS (サービス品質）を設定します。 

•書式 

AT + CGE 曰 RE 曰二 [< cid >] 回 

•パラメータ説明 

上り日 4 kbps 、 下り 384 kbps の速度で接続を要ホ 
するコマンドのみ設定でをます。各 cid にはその 
内容びお買い上げ時に設定されています。 
< cid > : 1 〜10 

《く cid > は、 FOMA 端末内に登録ずるパケット 
通信での接続先 ( APN ) を管理する番号です。 
FOMA 端末では「1〜10」び登録でをます。お 
買い上げ時、 ] には mope 旧に接続するための 
APN 「 mopera.ne.jp 」 わく、3には mopera U に 
接続するための APN fmopera . netj び登録さ 
れています。 

♦ 実行例 

(く cid > 二3の場合） 

AT + CGE 曰 RE 曰二3回 
0K 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQREQ= 

すべての< cid >をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGEQREQ=<cid> 

指定した < cid > をお買い上げ時の状態に戻しま 
す。 

AT+CGEQREQ=? 

設定巧能な値の U スト値を表示します。 


AT+CGEQREQ? 

現在の設定を表示します。 


■ リザルトコード 


数字 

表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられませ 
ん /。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出ができま 
せん。 

1 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

1册 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です（通 
信ネットワークび混雑していま 
す。しばらくたってから接続し 
直してください)。 

101 

DELAYED 

1」ダイヤル発信規制中です。 


■ 拡張リザルトコード 


数字 

表示 

文字表示 

FOMA 端末ーバソコン 
間の接続速度 

己 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

)2 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

14400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 日7600 

57600 bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


お知らせ 

- [ATVJ コマンドが n 二1に設定されている場合には英 
文 宇 表記（お買い上げ時）、 n 二0に設定されている場 
合には数字表記で U ヴルトコードが表示されます。 
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-従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つ 
ため通信速度の表おはしますび、 FOMA 端末ーパソコ 
ン間は USB ケーブルで接続されているため、実際の接 
続速度と異なります。 































■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字 

表示 

文字表示 

意ほ 

1 

PPPoverUD 

64にデータ通1言で接続(巨 C = UDI 、 
+ CBST = 116,1.0) 

2 

AV 32 K 

32 K テレビ電話で接続 

3 

AV 64 K 

目 4 K テレビ電話で接続 

已 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX D が設定されているとさ 

「冉 T ¥ V 」 コマンドの設定に関わらず、接続完了の 
隙に" CONNECT " のみの表示となります。 

文き表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 

数字表示例： ATD * 目 9* * *3# 

1 

ATX 1び設定されているとさ 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 び設定されている場合〔お買い 
上げ時） 

接続完了のとをに、 " CONNECT く F 曰 MA 端末一 
パソコン間の速度 > "の書式で表おします。 
艾字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表お例： ATD *9 目** *3# 

121 

• ATXl 、 AT ¥ VI び設定されている場合ぶ1 
接続完了のとをに、次の書式で表おします。 
|| CONNECT < FOM 冉端末ーパソコン間の速度> 
<通信プロトコル>く接続先冉 PN >/<上り方 
向 （ FOMA 端末一無線基地局間）の最高速度>/ 
<下り方向（ド01\/1冉端末^無線基地局間）の最 
高速度〉"※己 

文字表お例：冉 TD *9 目** *3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . 
net /64/384 

( mopera . net に、上り最大 64 kbps 、 
下り最大 384 kbps で接続したことを 
表します。） 

数字表お例： ATD *9 目** *3# 

1215 

: ATX し AT ¥ V 1を同時に設定した場合、 
ダイヤルアップ接続び正し < でさないこ 
とびあります。 AT ¥ V 日だけでのご利用を 
おすすめします。 

: AT ¥ V 1 び設定されている場を、く接続先 
APN > しツ降はパケットで接続している場 
合のみ表示されます。 
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